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平成７年度における警察本部総務課の旅費、食糧費等執行状況の
調査結果報告書

平成１６年４月１６日

静岡県警察予算執行調査委員会

平成１６年４月１６日

平成７年度における警察本部総務課の旅費、食糧費等執行状況の
調査結果報告書

平成７年度における警察本部総務課の不適正な旅費執行及び妥当性を欠く食糧費執行等に対す
る調査結果については、次の通りである。

１　調査概要

（１）調査対象

■ア　平成７年度警察本部総務課の旅費

■イ　平成７年度警察本部総務課の食糧費

■ウ　平成７年度警察本部総務課の使用料及び賃借料

（２）調査対象者

■ア　旅費

平成７年度に総務課で旅費を執行していた職員等３３人

■イ　食糧費

平成７年度に総務課及び会計課で勤務していた職員１３人

（３）調査項目

■ア　警察本部総務課旅費の執行状況

■イ　警察本部総務課における架空の旅費執行額等の費消内容
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■ウ　警察本部総務課食糧費の執行状況

（４）調査方法

■ア　調査体制

調査班は、当初２５人より編成、その後３１人体制に増強

■イ　調査期間

平成１５年１２月１日～４月９日

■ウ　聴取調査及び裏付調査

旅行の実態及び費消内容の聴取調査並びに裏付調査

２　調査結果

（１）旅費について

■ア　旅費の執行実態

総務課において、延べ１，８４６人が旅行し、１３，４４９，３４３円が支出されているが、そ
の実態は、下表の通りである。

旅費総執行額 適正執行額 不適正執行額

総務課旅費執行 １３，４４９，３４３ ４，０４８，２６８ ９，４０１，０７５

■イ　不適正旅費の捻出実態

旅費事務担当者が総務課幹部の指示に基づき、課員の印鑑を一括管理し、架空の旅費請求文書を
作成していた。その形態は下表の通りである。

件数 支給額 適正執行額 不適正執行額

旅行の実態が確
認できたもの

３９５
３，５４７，４
８１

３，５４７，４
８１

０

捻
旅行の実態がな
かったもの

３０８
８，６５４，３
７６

０
８，６５４，３
７６

出

旅行の実態はあ
るが、旅行者の
人数を上乗せし
たもの

２４ ７８２，３３７ ３１７，９３３ ４６４，４０４

形

旅行の実態はあ
るが、宿泊日数
を上乗せしたも
の

４ ３５５，４５０ １３４，３１４ ２２１，１３６

態
公用車による旅
行を交通機関利
用としたもの

５ １０９，６９９ ４８，５４０ ６１，１５９
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小計 ３４１
９，９０１，８
６２

５００，７８７
９，４０１，０
７５

計 ７３６
１３，４４９，
３４３

４，０４８，２
６８

９，４０１，０
７５

■ウ　捻出金の保管・管理状況

捻出された現金は、旅費事務担当者から次長に手渡され、次長が机の引出内に手提げ金庫により
現金で保管していた。保管された現金は、本部長の激励費等に支出されていた。なお、捻出金の
出納については、現金出納簿により記帳されていたが、すでに廃棄されている。

■エ　捻出金の流用状況

捻出された 9,401,075 円は、総務課幹部からの聞き取りから、本部長激励費、本部長慶弔費、事務
機器等購入経費、残業時夜食代、タクシー代等に流用したとの供述を得たことから、それぞれの
費目について、その裏付調査を実施した結果、6,242,032 円については、流用の裏付けが取れ、金
額が特定できたが、残り 3,159,043 円については、裏付けが十分取れなかった。

捻出金 裏付けが取れた額
裏付けができなかった

額

金額 ９，４０１，０７５ ６，２４２，０３２ ３，１５９，０４３

■オ　流用の理由

総務課幹部からの聞き取りでは、「捜査活動や警戒警備活動等に従事する現場警察官の士気を鼓
舞し、労苦に報いたい、物品購入等の手間を省きたい、課員の様々な要求に応えたい」等の安易
な考えから流用したものであり、会計経理を管理監督する立場のある職員に公金の取扱いに関す
る認識の甘さ、意識の低さがあったことが、本件事案の原因であったと認められる。

（２）食糧費について
会計法規上の正式な執行手続きを経ていること及び当時は食糧費執行基準等の規定はなく、費用
の総額が予算残高の範囲内で支出可能額であれば執行していたという当時の運用基準から判断
すると不適正な執行とはいえないものと思料される。しかし、その後の判例に照らし、一人当た
りの飲食費が 5,000 円を超えるものは、社会通念上、妥当性を欠くと判断した。なお、食糧費の執
行実態に関する調査結果は、下表のとおりである。

執行額

一人当たり５
０００円を超
える飲食費の

合計

一人当たり５
０００円を超
えた部分の額

件数 金額 件数 金額 件数 金額

総務課食糧費
執行

３１
４，３８４，
０８０

７
２，１６２，
１４４

７
１，０１２，
１７７

（３）使用料及び賃借料について
５件、４１０７０７円執行しているが、支出表、請求書に執行日または支出目的が記載されてお
り、いずれも事実関係が認められ、適正な執行であった。

３　返還金
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不適正な旅費執行額のうち、裏付けが取れず個別の金額の特定に至らなかった分の３，１５９，０
４３円及び食糧費のうち、妥当性を欠くと判断した一人当たり５，０００円を超える額の１，０
１２，１７７円については、当時の関係幹部により返還することとする。ただし、平成７年度か
ら平成１５年度までの一連のものとしてとらえる必要があることから、総務課に係るすべての調
査を終了した時点で法定利息を加算した額を返還することとする。なお、旅費と食糧費の返還合
計額４，１７１，２２０円に法定利息を加算した額（平成１６年４月１日現在）の試算は下表の
通りである。

返還基礎金額 同左の法定利息加算額 備考

旅費 3，159，043 4，667，350 加算額は H16.4.1 現在

食糧費 1，012，177 1，495，451 〃

計 4，171，220 6，162，801 〃

４　今後の調査方針

（１）平成１６年５月末を目処に平成８～１５年度総務課の旅費及び食糧費に関
する調査を終了させたい。

（２）平成１６年中を目処に平成１０～１５年度全所属の旅費（国費及び県費）
及び食糧費並びに捜査費（国費）、捜査用報償費（県費）に関する調査を終了さ
せたい。
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